定例市政記者クラブ・市長懇談会（７月分）の結果について
日時：平成２２年７月２日（金）午前１１時～１１時３０分
場所：市役所２階第１委員会室
出席者：（１）市政記者クラブ１３社
【北海道新聞、釧路新聞、朝日新聞、毎日新聞、読売新聞、日本経済新聞、共同通信、時事通信、ＮＨＫ、ＨＢＣ、ＨＴＢ、ｕｈｂ、ＴＶｈ】
（２）市長ほか９人
会 見 内 容

１．　小松副市長挨拶

■　只今、蝦名市長からご紹介いただきました、小松でございます。

　昨日、蝦名市長から選任の辞令をいただき、副市長としての職務を始めたところでございます。
　皆様方のご指導とご鞭撻を賜りながら、市政に貢献して参りたいと思っております。
■　私、国土交通省北海道開発局から参りました。２８年間の公務員生活の中では、静岡県の掛川市で平成１４年度から３年間助役を経験しておりまして、生涯学習やスローライフ或いは市町村合併など、なかなか国の公務員でも経験できない時間を過ごすことができました。
■　釧路市は、いろいろな社会状況の中で課題が満載なことは重々承知しておりますが、新しい視点で釧路市政を支えて参りたいと思っておりますので、皆様方のご指導とご鞭撻をこの機会にお願い申し上げまして、挨拶とさせていただきます。どうそよろしく、お願い申し上げます。
2． 話題提供（３項目）

１．釧路市観光産業の発展に向けての経済効果に関する研究について
■　平成２１年度に「釧路市観光産業の発展に向けての経済効果に関する研究」を釧路公立大学地域経済研究センターとの共同研究として取り組んだ訳でございます。
■　この取り組みは、釧路市において観光産業が基幹的産業としての力強い発展を図っていくために、現状の観光消費による経済波及効果の実証的、科学的な分析を進めまして、観光産業の実態、地域産業間の連携などを探るとともに、併せて観光地経営に必要な情報を収集、また、分析することによりまして、釧路市におけるより質の高い観光政策の構築に資することを目的としている訳でございます。

■　また、平成１８年度に策定いたしました「釧路市観光振興ビジョン」における９つの戦略のうち、「観光データ整備戦略（戦略８）」として計画されておりまして、同時に、比較的短期的に取り組みを進める「短期重点プロジェクト」として位置付けられております。

■　調査研究のポイントといたしましては、観光消費者や観光事業者に対するアンケート及びヒアリング調査などの詳細な観光消費実態調査を行いまして、釧路市の観光における経済的効果と産業としての実態を明らかにしていくこと、次に、観光消費の効果は幅が広く見えにくい性格であるために、観光を都市産業として発展させていくために、信頼性のある具体的な経済効果を示すことによりまして、観光産業の可能性でございますとか、地域内の幅広い合意形成と連携を図る、観光政策や観光事業に利活用できる内容となっております。

■　詳細な内容につきましては、既に皆様方にはお願いしておりますが、本日午後１時３０分から釧路公立大学におきまして基調報告をいたしますので、よろしくお願いいたします。


■　昨年も実施いたしましたが『顔の見える行政』ということで、「まちづくりふれあいトーク」を今年も７月８日と２０日に開催いたします。
■　昨年度は、事前に「子育て」「環境」「町内会」などのテーマを設定して、少人数の団体及びグループを対象に開催したところであります。
■　本年度は、事前にテーマを設定せずに、また、開催形式等にもこだわらずに、市民協働の観点から、現在、各部各課と連携を図り活動を行っている、若しくは、新たな取り組みを行う予定の市民活動団体やＮＰＯ法人などを対象に、それぞれが抱えている課題克服に向けて、市と対象団体との各種問題点を探る意見交換の場として、開催するものであります。
■　７月８日（木）午後１時３０分から「釧路消費者協会」との意見交換会を観光国際交流センターで行う予定ですし、７月２０日（火）午後４時３０分から「ＮＰＯ法人地域生活支援ネットワークサロン」と「北海道中小企業家同友会」との起業化に関する意見交換会をネットワークサロン本部があります地域起業創造センター（柏木町）で、それぞれ開催する予定であります。

■　いずれの団体との「まちづくりふれあいトーク」が、いろいろな意見交換を行って、連携を深める場になればいいなと考えております。
■　また、この「ふれあいトーク」とは別に、地域の方々のお話しを直接伺う機会として、「市政懇談会」を８月３日と４日の両日に音別、阿寒地域で開催いたします。

■　音別地域は、３日（火）の午後６時３０分から、「音別町コミュニティセンター」で行いまして、また、阿寒地域は４日（水）の午後１時から、「阿寒湖まりむ館」で、午後６時から「阿寒町公民館」を会場に行う予定となっておりまして、皆さまのお話を聴きながら、一緒に考えるような機会をつくっていきたいと考えている次第であります。

■　釧路市が主催する平成２２年度釧路市防災住民避難訓練でございますが、７月１０日(土)午後２時から、釧路西港第４埠頭で実施をするところでございます。
■　この訓練の目的は、大規模な地震災害によりまして陸路が寸断した状況を想定しまして、孤立した被災住民を海路から避難させる訓練などを行うものでございまして、地域防災力の向上と防災関係機関の連携強化を図るものであります。
■　今回の訓練には、海上自衛隊第一輸送隊の輸送艦「しもきた」と「しもきた」に搭載されているエアクッション艇「エルキャック」のほか、陸上自衛隊の車両、市立病院のドクヘリ、消防本部の救急車が参加するほか、大楽毛地区防災協議会の皆さんでありますとか、市立病院の災害派遣医療チームなどが参加するところであります。

■　今回の訓練は、陸上輸送と海上輸送を連携させた海路住民避難訓練のほか、輸送艦の医療施設を活用した緊急医療搬送訓練などが特徴となっておりまして、多くの市民の皆様にご参観をいただきたいと思っているところでございます。
■　なお、今回の訓練に参加する輸送艦「しもきた」の一般公開を７月１１日(日)の午後１時から午後３時まで釧路西港第４埠頭で行う予定となっておりますので、併せて多くの方にご覧いただきたいと思っております。

【質　疑　要　旨】
（質問）

・　ＨＡＣについて、蝦名市長は以前から北海道全体の航空ネットワークを踏まえたうえで、道の航空政策としてＨＡＣについても色々とかたちを整えるべきとおっしゃっていましたが、現在、北海道が丘珠空港中心の運行計画を進めていることへの、市長のお考えをお伺いしたいと思います。

　　また、医師確保の件で旭川経由の釧路便など北海道へ話を行う場面などの予定は無いのかをお伺いしたいと思います。

（市長）

・　ＨＡＣに対する道議会の議論などは、私共はニュースで見ている範囲であり、具体的なことは何もない状況であります。
その中で、前々からＨＡＣの問題については自分なりの考え方は、北海道に申してきました。
一つは、ＨＡＣに、どういう役割を持たして残していくのか。HＡＣは、道民の翼という形で立ち上げました。それを踏まえた時に、今、北海道の課題のためにHＡＣが必要だという位置付けが必要であると思います。
その時に話をしたのが、医師確保という中でいった時に、札幌、旭川に医科大学がありますから、そこと連携をとることがあると話をさせていただいたところであります。

（質問）

・　航空関連で、復興航空のチャーター便が全日空の伊丹線定期便との発着時間の関係でしばらく休止しますが、チャーター便を含めて路線の誘致を行っている釧路市として来年以降どのように解決していきたいのか。

また、どこかに要請をしていきたいかについて、市長のお考えをお伺いしたいと思います。

（市長）

・　釧路空港において夏場に霧が発生するなどの特性から考えても、なかなか難しいことでありまして、復興航空のチャーター機材がカテゴリーⅢに対応していないことから、日中の特定の時間にしか離発着できないことがあります。伊丹便の季節運行の継続は、かねてより釧路市が全日空に要望を行ってきたことであります。
来年に向けては、関係機関と様々な可能性を検討している最中であります。　　チャーター便は、国際空港化という大きな目的がございますし、釧路空港の利活用という観点では、様々な便数が増えることによって、観光客の方々が多く利用していただける輸送力としての考えもありますので、しっかりと対応策を考えていきたいと思っております。













































３．釧路市防災住民避難訓練について





２．まちづくりふれあいトークの開催について
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